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名
詞
被
覆
形

「
コ

〔木
ど

の
様
相

一

有
坂

（
一
九
二

一
）
は
、
上
代
に
お
い
て
、

（
ａ
）
工
列
イ
列
に
終
る
形
は
そ
れ
が
単
語
の
末
尾
に
立

つ
場
合
に
も
用

ゐ
ら
れ
得
る
も
の

（ｂ
）
ア
列
ウ
列
オ
列
に
終
る
形
は
、
そ
の
あ
と
に
何
か
他
の
要
素
が

つ

い
て

一
語
を
作
る
場
合
に
の
み
用
ゐ
ら
れ
る
も
の

と
し
て
、
（
３

を

「露
出
形
」
、
（ｂ
）
を

「被
覆
形
」
と
名
付
け
た
。
そ
（１
）

の
上
で
、
筆
者
は
、
前
稿

「名
詞
被
覆
形

。
露
出
形
の
型
の
通
時
的
相
違
」

に
お
い
て
、
複
合
語
の
前
項
部
の
場
合
の
み
に
つ
い
て
、
有
坂
が
述
べ
て
い

る
上
代

の

「被
覆
形
」
。
「露
出
形
」
と
、
平
安
時
代
以
降
の
被
覆
形
形
態

素

・
露
出
形
形
態
素
と
を
合
わ
せ
て
被
覆
形

・
露
出
形
と
し
て
扱

っ
た
。
そ

し
て
、
有
坂

（
一
九
二

一
。
一
九
二
四
）
の

「被
覆
形
」
―

「露
出
形
」
の

末
尾
の
四

つ
の
法
則
、
①

ア
列
―

工
列
乙
類
、
②
ウ
列
―
イ
列
乙
類
、
③
オ

列
甲
類
―
イ
列
乙
類
、
④
オ
列
乙
類
―
イ
列
乙
類
を
受
け
て
、
前
稿
で
は
、

蜂

矢

真

弓

右
の
有
坂
の
四
つ
の
法
則
を
、
被
覆
形
形
態
素
―
露
出
形
形
態
素
の
末
尾
に

つ
い
て
は
回
ア
列
―

工
列
、
ロ
ウ
列
―
イ
列
、
団
オ
列
―
イ
列
と
し
、
さ
ら

に
、
Ｉ
型
＝
①

。
国
、
Π
型
＝
②

・
□
十
④

。
□
と
し
て
、
Ｉ
型

。
Ⅱ
型
の

異
な
り
語
数
と
延
べ
語
数
の
表
を
作
っ
て
検
討
し
た
。
す
る
と
、
Ｉ
型
は
、

上
代
～
室
町

・
戦
国
時
代
を
通
し
て
常
に
被
覆
形
の
異
な
り
語
数

。
延
べ
語

数
が
５０
％
を
越
え
る
、
つ
ま
り
、
常
に
露
出
形
よ
り
も
被
覆
形
の
方
が
勢
力

が
強
い
の
に
対
し
、
Ⅱ
型
は
、
上
代
で
は
被
覆
形
の
異
な
り
語
数

。
延
べ
語

数
が
５０
％
を
越
え
る
が
、
平
安
中
期
以
降
は
被
覆
形
の
異
な
り
語
数

・
延
べ

語
数
が
５０
％
を
下
回
る
、

つ
ま
り
平
安
中
期
以
降
は
勢
力
が
逆
転
し
て
被
覆

形
よ
り
も
露
出
形
の
方
が
勢
力
が
強
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
本
論
文
で
は
ま
ず
、
Ⅱ
型
の
被
覆
形
と
露
出
形
の
勢
力
が

逆
転
す
る
時
期
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
Ⅱ
型
を
、
②

。
口
と

④

。
□
に
分
け
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

右
の
よ
う
に
分
け
た
表
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。



④ ② ①

「露
出
形
」

「被
覆
形
」

「露
出
形
」

「被
覆
形
」

「露
出
形
」

「被
覆
形
」

0 2 5 5

異
な
り
語
数

0 3 6

延
語 べ

数

‐００
％

２

％
憮
％ [E
努の
%

‐００
％

Ｌ
％
四
％

「被
覆
形
」
の

延
べ
語
数
の
％

上
代

（萬
葉
集

。
日
本
書
紀
）

平
安
中
期

（土
左
日
記

・
蜻
蛉
日
記
）

平
安
後
期

（源
氏
物
語

。
栄
花
物
語
）

↑

は
算
出
不
能
）
　

鎌
倉

・
南
北
朝

（覚

一
本

（高
良
本
）
平
家
物
語

・
徒
然
草
）

□ □ 回

露
出
形
形
態
素

被
覆
形
形
態
素

露
出
形
形
態
素

被
覆
形
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態
素

露
出
形
形
態
素

被
覆
形
形
態
素

2

異
な
り
語
数

2 6

延
語 べ

数

５０
．％

＊
％

ι

％

被
覆
形
形
態
素
の

異
な
り
語
数
の
％

Ｌ
％

＊
％

仁
％

被
覆
形
形
態
素
の

延
べ
語
数
の
％

固 図 □

露
出
形
形
態
素

被
覆
形
形
態
素

露
出
形
形
態
素

被
覆
形
形
態
素

露
出
形
形
態
素

被
覆
形
形
態
素

4 7 1

異
語 な
数 り

17 4
延
べ語
数

椰
％
躙
％

Ｌ

％

異 被
な 覆
り 形
語 形
数 態
の 素
%の

６９
．％
３
．
５
％

Ｌ
％

被
覆
形
形
態
素
の

延
べ
語
数
の
％

□ 囲 □

露
出
形
形
態
素

被
覆
形
形
態
素

露
出
形
形
態
素

被
覆
形
形
態
素

露
出
形
形
態
素

被
覆
形
形
態
素

4 3 3
異
語 な
数 り

3 6
延
語 べ
数

２
％

Ｌ
％

＆
％

異 被
な 覆
り 形
語 形
数 態
の 素
%の

同
％
２０
．％

帷
％

被
覆
形
形
態
素
の

延
べ
語
数
の
％



□ □ □

露
出
形
形
態
素

被
覆
形
形
態
素

露
出
形
形
態
素

被
覆
形
形
態
素

露
出
形
形
態
素

被
覆
形
形
態
素

4

異
な
り
語
数

延
べ語
数

＆

％
”
％

８
．
‐
％

被
覆
形
形
態
素
の

異
な
り
語
数
の
％

Ｌ
％

９
．％
６０
．％

被
覆
形
形
態
素
の

延
べ
語
数
の
％

室
町

。
戦
国
時
代

（土
井
本
太
平
記

。
天
草
版
平
家
物
語
）

総
計

被
覆
形
と
露
出
形
の
勢
力
が
逆
転
す
る
か
否
か
と
い
う
点
で
、
Ｉ
型
と
Ⅱ

型
は
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
の
よ
う
に
Ⅱ
型
の
中
を
②

。
図

と
④

。
□
に
分
け
て
比
べ
る
と
、
②

ｏ
図
は
平
安
中
期
以
降
に
完
全
に
勢
力

が
逆
転
し
て
、
被
覆
形
よ
り
も
露
出
形
の
方
が
勢
力
が
強
く
な
る
が
、
④

・

□
の
被
覆
形
の
勢
力
は
、
小
さ
く
な
り
始
め
る
の
は
平
安
中
期
、
露
出
形
と

逆
転
し
始
め
る
の
は
鎌
倉

・
南
北
朝
時
代
、
完
全
に
逆
転
す
る
の
は
室
町

・

戦
国
時
代
ま
で
下
る
。
こ
の
、
④

。
□
の
被
覆
形
と
露
出
形
の
勢
力
が
逆
転

す
る
時
期
が
、
②

。
□
と
比
べ
て
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
た

め
に
は
、
勢
力
が
逆
転
し
始
め
た
鎌
倉

。
南
北
朝
時
代
、
及
び
、
勢
力
が
完

全
に
逆
転
し
た
室
町

。
戦
国
時
代
に
お
い
て
の
回
の
被
覆
形
形
態
素
に
つ
い

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二

そ
こ
で
、
鎌
倉

。
南
北
朝
時
代
及
び
室
町

・
戦
国
時
代
に
お
け
る
□
の
被

覆
形
形
態
素
の
異
な
り
語
数
と
延
べ
語
数
を
範
囲
を
広
げ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、

「
コ

〔木
と

が
六
割
以
上
を
占
め
た
。
左
は
、
鎌
倉

。
南
北
朝
時
代
及
び
室

町

。
戦
国
時
代
に
お
け
る
□
の
被
覆
形
形
態
素
全
て
の
中
で
、
「
コ

〔木
ご

が
占
め
る
割
合
を
一不
し
た
表
で
あ
る
。

□ ④ 図 ② 回 ①

露
出
形

被
覆
形

露
出
形

被
覆
形

露
出
形

被
覆
形
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異
な
り
語
数

延
べ語
数

＝
％

服
％

生
％

被
覆
形
の

異
な
り
語
数
の
％

５
，
０
％

■

％
６９
．％

被
覆
形
の

延
べ
語
数
の
％

9

異
な
り
語
数

延
べ
語
数

剛
％

異
な
り
語
数
の
％

９
．％

延
べ
語
数
の
％



例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

コ
ガ
ク
レ

〔木
隠
〕

…
に
ん
ぎ
や
う
ば
か
り
を
、
こ
か
く
れ
に
の
こ
し
を
き
て
、
…

（『土

井
本
太
平
記
』
巻
七
）

コ
カ
ゲ

〔木
陰
〕

…
三
百
よ
き
を
、
ふ
た
手
に
わ
け
、
と
う
ざ
い
の
山
の
こ
か
け
よ
り
、

・‥
Ｓ
土
井
本
太
平
記
』
巻
三
）

コ
ガ
ラ
シ

〔木
枯
〕

…
萌
黄
裏

つ
け
た
る
竹
笠
、
こ
が
ら
し
に
ふ
き
そ
ら
せ
、
…

翁
曾
我

物
語
』
巻

一
）

コ
ク
ソ

〔木
糞
〕

…
城
ヲ
築
テ
コ
ク
ソ
ヲ
カ
ウ
テ
地
ヲ
シ
テ
漆
テ
塗
フ
ト
云
ソ

翁
史
記

抄
』
巻

一
六
）

コ
グ
レ

〔木
暮
〕

凱
？
述
ヘ
テ
ヽ
高騨
戸
，イ
レ〉ノ
中
へ〈瀧
〉ニ
ケ
リ
。
（『延
慶
本
平
家

物
語
』
第
四
）

コ
サ
キ

〔木
先
〕

家
―
鷹
―

ハ
茶
ノ
細
ナ
コ
サ
キ
ソ

（『
山
谷
抄
』
巻
三
）

コ
ダ
テ

〔木
楯
〕

…
た
け
の

一
む
ら
、
し
け
り
た
る
を
こ
た
て
に
と

つ
て
、
さ
し

つ
め
ひ

き

つ
め
、
…

（『土
井
本
太
平
記
』
巻
八
）

コ
ダ
ネ

〔木
種
〕

八
十
木
種
―

（略
）
此

ハ
イ
ク
ラ
モ
多
イ
木
種

ヲ
云
ソ

（『
日
本
書
紀

桃
源
抄
』
中
）

コ
ダ

マ

〔木
霊
〕

…
山
ビ

コ
ヽ
ダ

マ
ノ
如

二

旬

テ
通
リ
ケ
レ
バ
、
…

（『
延
慶
本
平

家
物
語
』
第
四
）

…
ソ
ツ
ト
語

レ
ハ
コ
タ
マ
カ
ヒ

ヽ
ク
ホ
ト
ニ
ソ

翁
四
河
入
海
』
巻
二

ノ
四
）

こ
れ
ら
の

「
コ

〔木
ど

の
例
の
う
ち
、
「
コ
ガ
ク
レ
」
。
「
コ
カ
ゲ
」
。
「
コ

ガ
ラ
シ
」
・
「
コ
ダ

マ
」
は

『
源
氏
物
語
』
、
「
コ
ダ
ネ
」
は

『
日
本
書
紀
』
卜

部
兼
方
本
訓
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
「
コ
ク
ソ
」
。
「
コ
グ

レ
」
。
「
コ
サ
キ
」
。

「
コ
ダ
テ
」
は
鎌
倉

・
南
北
朝
時
代
及
び
室
町

。
戦
国
時
代
か
ら
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
鎌
倉

。
南
北
朝
時
代
及
び
室
町

・
戦
国
時
代
に
お

け
る
国
の
被
覆
形
形
態
素
の
中

で
六
割
以
上
を
占
め
て
い
る

「
コ

〔木
〓

は
、
そ
の
時
代
に
な

っ
て
も
、
造
語
力
が
残

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

２つ
。

三

そ
の

「
コ

〔木
】

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
前
稿
で
は
表
に
取
り
入
れ
な
か

っ
た

「
キ
＋
ノ
十
コ
ロ

Ｈ
」
と
い
う
形
態
な
ど
の
例
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
「
コ

ノ
ハ
」
の
よ
う
に
間
に
連
体
助
詞
が
入

っ
て
い
る
例
は
、
前
稿
で
は
、
「被

覆
形
十
連
体
助
詞
＋
名
詞
」
は

一
語
と
思
わ
れ
る
が
、
「露
出
形
＋
連
体
助

詞
＋
名
詞
」
は
形
態
上

一
語
か
三
語
か
の
区
別
が
つ
か
な
い
の
で
、
今
回
は

ど
ち
ら
も
採
取
し
な
い
、
と
い
う
方
式
を
取
リ
カ
ウ
ン
ト
し
な
か
っ
た
。
し



か
し
、
こ
こ
で
は
、
被
覆
形

「
コ

〔木
ご

に
つ
い
て
見
る
の
で
あ
り
、
前

稿
で
述
べ
た
通
り
、
「被
覆
形
十
連
体
助
詞
＋
名
詞
」
は

一
語
と
思
わ
れ
る

の
で
、
「
コ
ノ
ハ
」
の
よ
う
な
形
を
含
む
例
に
つ
い
て
も
調
査
範
囲
内
と
す

る
。
な
お
、
こ
れ
以
降
は
、
鎌
倉

・
南
北
朝
時
代
及
び
室
町

。
戦
国
時
代
に

限
ら
ず
、
そ
の
前
後
を
含
む
広
い
時
代
の
用
例
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

ま
ず
、
前
稿

に
使
用
し
た
文
献

の
中

に
、
「
キ
ギ

ノ
コ
ズ

ヱ

〔木

々
の

梢
ど

の
例
が
あ

っ
た
。

キ
ギ
ノ
コ
ズ

ヱ

山
風
に
堪

へ
ぬ
木
々
の
こ
ず
ゑ
も
、
峯
の
葛
葉
も
、
心
あ
わ
た
ゞ
し
う
、

あ
ら
そ
ひ
散
る
ま
ぎ
れ
に
、
…

（『
源
氏
物
語
』
夕
霧
）

三
も
ん
し
か
き
た
る
は
た
と
も
、
六
十
よ
な
か
れ
、
き
ゞ
の
こ
す
ゑ
に

ひ
る
か

へ
り
て
、

へ
ん
／
ヽ
た
る
そ
の
か
け
に
、
…

（『
土
井
本
太
平

記
』
巻
十
七
）

そ
こ
で
、
さ
ら
に
他
の
文
献
に
つ
い
て
も
見
て
み
る
と
、
ま
ず
、
以
下
の

よ
う
な
例
が
見
付
か

っ
た
。

キ
ギ
ノ
コ
ズ

ヱ

…
簾
を
少
し
捲
き
あ
げ
給

へ
る
に
、
木
々
の
梢
も
色
づ
き
渡
り
て
、
さ

と
吹
入
れ
た
り
。
「
狭
衣
物
語
』
巻

一
）

こ
の
ご
ろ
は
き
ぎ
の
こ
ず
ゑ
に
も
み
ぢ
し
て
し
か
こ
そ
は
な
け
あ
き
の

山
ざ
と

（『後
拾
遺
和
歌
集
』
三
四
四

・
藤
原
兼
房
朝
臣
）

香
隆
寺
に
参
る
と
て
み
れ
は
木

ゝ
の
梢
も
も
み
ち
に
け
り

（『
讃
岐
典

侍
日
記
』
下
）

風
の
さ
と
吹
た
る
に
、
木
々
の
木
末
ほ
ろ
／
ヽ
と
散
り
み
だ
れ
て
、
御

琴
に
ふ
り
か
ゝ
り
た
る
や
う
に
散
り
お
ほ
ひ
た
る
、
折
さ

へ
い
み
じ
き

に
、
・‥

Ｇ
夜
の
寝
覚
』
巻
五
）

さ
る
ま

ゝ
に
涙
の
雨
の
紅

に
、
木
々
の
梢
も
そ
め
ぬ
べ
し
。
「
保
元

物
語
』
下
）

…
木
々
ノ
梢

モ
サ
ダ
カ
ナ
ラ
ズ
、
木
葉
カ
ツ
チ
リ
ケ
ル
ニ
、
…

（『
延

慶
本
平
家
物
語
』
第

一
末
）

木
々
ノ
齢
』
〉モ
灘
ゲ

レ
バ
、
友

マ
ヨ
ワ
セ
ル
所
モ
ア
リ
。
「
延
慶
本
平

家
物
語
』
第
五
本
）

愚
か
な
る
か
な
筑
波
嶺
の
。
木
々
の
梢
に
も
羽
を
し
き
波
の
浮
巣
を
も

か
け
よ
か
し
。
（謡
曲

『
善
知
鳥
し

う
た
て
や
な
こ
の
葛

城
山
の
雪
の
中
に
。
ゆ
ひ
集
め
た
る
木
々
の
梢

を
。
標
と
知
ろ
し
召
さ
れ
ぬ
は
御

心
な
き
や
う
に
こ
そ
候

へ

（謡
曲

『
葛
城
し

げ

に
げ

に
見
れ
ば
山

嵐

の
。
木

々
の
梢

に
吹
き
落
ち

て
…

（謡
曲

『桜
川
し

不
思
議
や
な
頃
は
霜
降
月
な
れ
ば
。
木
々
の
梢
も
冬
枯
れ
て
。
氣
色
寂

し
き
社
頭
の
御
垣
に
。
盛
り
な
る
紅
葉

一
本
見
え
た
り
。
（謡
曲

『
龍

田
し
０
∞
“
】●
０
８
ざ
る
　
（木
々
の
梢
）

木
々
の
小
枝
の
先
端
．
翁
邦
訳

日
葡
辞
書
し

木
々
の
梢
も
茂
り

つ
ゝ
、
空
に
鳴
き
ぬ
る
岬
の
書
、
…

（『
御
伽
草
子
』

「浦
嶋
太
郎
し



つ
ね
は
岩
の
間
に
て
花
を
見
、
秋
は
木
々
の
こ
ず
ゑ
に
て
は
月
を
な
が

め
、
万
の
木
の
賞
を
愛
し
、
い
と
や
さ
し
き
色
好
み
に
て
お
は
じ
け
る
。

「
御
伽
草
子
』
「
の
せ
猿
さ
う
し
し

キ
ギ
ノ
コ
ノ
ハ

わ
が
き

つ
る
方
も
し
ら
れ
ず
く
ら
ぶ
山
木
本
の
こ
の
は
の
ち
る
と
ま
が

ふ
に

３
古
今
和
歌
集
』
二
九
五

。
た
だ
み
ね
）

雪
ふ
れ
ば
木
々
の
こ
の
は
も
春
な
ら
で
を
し
な
べ
梅
の
花
ぞ
咲
き
け
る

「
和
泉
式
部
日
記
し

そ
の
夜
の
時
雨

つ
ね
よ
り
も
木

ゝ
の
本
の
葉
の
こ
り
あ
げ
も
な
く
聞
ゆ

る
に
、
・‥

Ｓ
和
泉
式
部
日
記
し

露
の
お
き
じ
木
木
の
こ
の
は
を
ふ
く
よ
り
は
よ
に
も
嵐
の
身
を
さ
そ
は

な
む

（『
和
泉
式
部
続
集
』
六

一
六
）

折
シ
モ
空
カ
キ
曇
り
打
時
雨

レ
、
木
々
ノ
木
葉
モ
乱
レ
ツ
ヽ
、
…

翁
延

慶
本
平
家
物
語
』
第
六
末
）

キ
ギ
ノ
コ
ノ
シ
タ

こ
し
た
も
と
い
と
ど
ひ
が
た
き
た
び
夜
の
し
ら

つ
ゆ
は
ら
ふ
き
ぎ
の
こ

の
し
た

（『
新
勅
撰
和
歌
集
』

一
三
六
九

・
権
中
納
言
俊
忠
）

こ
れ
ら
の

「
キ
ギ
十
ノ
十
コ
ロ
＝
ピ

の
形
態

の
例
は
、
「
キ

〔木
ご

と

「
コ

〔木
ご

と
で
意
味
が
重
複
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
複
数
で
あ
る
こ
と

を
表
す
た
め
に
は
重
複
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
と
も
思
わ
れ
る
が
、
「
キ
ギ

ノ
コ
ズ

ヱ
」
に
つ
い
て
は

「
コ
ズ
ヱ
ド
モ
」
、
「
キ
ギ
ノ
コ
ノ
ハ
」
に
つ
い
て

（
８
）

は

「
コ
ノ
ハ
ド
モ
」
に
よ
っ
て
複
数
で
あ
る
こ
と
を
表
せ
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
「
キ
ギ
＋
ノ
十
コ
ロ
Ｈ
ピ

の
形
態
の
例
が
出
現
し
た

『古
今
和
歌
集
』

以
降
の
平
安
中
期
の
時
点
か
ら
、
被
覆
形
形
態
素
で
あ
る

「
キ
ギ
＋
ノ
十
コ

ロ
Ｈ
〕

の

「
コ
」
が

「
キ

〔木
こ

の
意
味

で
あ
る
と
い
う
認
識
が
薄
れ
始

め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

コ
ノ
キ
ノ
コ
ズ
ヱ

岩
の
そ
ば
に
桜
の
木

一
本
あ
り
。
高
潮
満

つ
折
は
、
こ
の
木
の
梢
に
宿

り
、
…

（『
と
は
ず
が
た
り
』
巻
四
）

ソ
ノ
キ
ノ
コ
ズ

ヱ

は
る
か
な
る
瀧
に
さ
し
お
ほ
ひ
た
る
杉
の
本
あ
り
。
そ
の
木
の
梢
に
、

さ
け
ぶ
書
し
け
り
。
「
宇
治
拾
遺
物
語
』

一
六
九
）

其
樹

ノ
梢

二
昨
日
ノ
雨
カ
タ

マ
リ
テ
ア
リ
タ
ヲ
知
ラ
ヌ
也

（『
中
華
若

木
詩
抄
』
巻
之
下
）

モ
チ
ノ
キ
ノ
コ
ズ
ヱ

仁
治
三
年
大
嘗
會
に
外
記
廃
内
の
稿
木
の
梢
に
臥
せ
る
法
師
の
事

仁
治
三
年
大
嘗
會
に
、
人
お
ほ
く
ま
い
り

つ
ど
ひ
け
る
に
、
外
記
麻
の

う
ち
、
東
の
か
た
な
る
も
ち
の
木
の
梢
に
、
髪
お

つ
か
み
な
る
法
師

一

人
ふ
し
た
り
け
り
。
「
古
今
著
聞
集
』
巻
十
七
―
六

一
〇
）

サ
ク
ラ
ノ
キ
ノ
コ
ズ

ヱ

…
御
涙
ヲ
流
サ
セ
給
ケ
ル
程

二
、
南

殿
ノ
桜
　
木
ノ
梢

二
懸
ラ
セ
給

タ
リ
ケ
リ
。
鳥
延
慶
本
平
家
物
語
』
第
六
本
）

カ
シ
ハ
ギ
ノ
コ
ノ
シ
タ
カ
ゼ

村
雨
の
お
ど
ろ
／
ヽ
し
き
に
、
柏

木
の
木

下
風
涼
し
う
吹
入
り
た
れ

（ば
）
、
…

（『狭
衣
物
五
置

巻
三
）



ま
た
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

タ
イ
ボ
ク
ノ
コ
ズ

ヱ

・‥
怪

ミ
見
タ
テ
マ
ツ
ル
ホ
ド
ニ
、
彼

ノ
庭

前
ノ
大

木
ノ
梢

ニ
ゾ

現

ゼ
サ
セ
給
ケ
ル
。
翁
延
慶
本
平
家
物
語
』
第

一
本
）

こ
れ
ら
の

「国
Ｈ
Ｔ
＋
ノ
＋
コ
ロ
Ｈ
ピ
の
形
態
の
例
も
、
「
キ

〔木
こ

と

「
コ

〔木
こ

と
で
意
味
が
重
複
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
コ
ノ
キ
」
ｏ
「
ソ
ノ

キ
」
。
「
モ
チ
ノ
キ
」
ｏ
「
サ
ク
ラ
ノ
キ
」
・
「
カ
シ
ハ
ギ
」
や

「
タ
イ
ボ
ク
」
で

一
単
語
と
し
て
固
定
す
る
力
の
方
が
強
か
っ
た
た
め
意
味
が
重
複
し
た
も
の

と
思
わ
れ
、
日
Ｈ
国
キ
＋
ノ
十
コ
ロ
‐‐
ピ

の
形
態
の
例
が
多
く
見
ら
れ
る
鎌

倉

。
南
北
朝
時
代
頃
か
ら
、
被
覆
形
形
態
素
で
あ
る

「口
Ｈ
下
十
ノ
＋
コ
ロ

□
」
の

「
コ
」
が

「
キ

〔木
ど

の
意
味
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
平
安
中

期
に
出
現
し
た

「
キ
ギ
＋
ノ
＋
コ
ロ
Ｈ
ピ
の

「
コ
」
よ
り
も
さ
ら
に
薄
れ
て

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

因
み
に
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
日
Ｈ
ロ
キ
＋
ノ
＋
コ
ロ
ーー
画
の
形
態

の
例
で
は
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
。

コ
ノ
ハ
ノ
コ
カ
ゲ

堪
雨
亦
木
ノ葉
ノ
コ
カ
ケ
ヲ
取

（『杜
詩
続
翠
抄
』
巻
五
）

そ
し
て
、
前
稿
に
使
用
し
た
文
献
の
中
に

「
キ
＋
ノ
＋
コ
ロ
Ｈ
ピ

の
例
が

あ
っ
た
。
「
キ
ノ
コ
ダ
チ

〔木
の
木
立
ご

で
あ
る
。

キ

ノ

コ
ダ

チ

山
の
け
し
き
木
の
こ
だ
ち
に
至
る
ま
で
外
よ
り
も
な
を
勝
た
り

（『覚

一
本
平
家
物
語
』
巻
二
）

そ
こ
で
、
さ
ら
に
他
の
文
献
に
つ
い
て
も
見
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な

例
が
見
付
か

っ
た
。

キ
ノ
コ
ダ
チ

山
の
姿

木
の
木
立
。
こ
れ
こ
そ
我
等
が
住
む
べ
き
所
に
て
候

へ

（謡

曲

『善
界
し

キ
ノ
コ
ズ

ヱ

東
三
條
に
は
、
院
の
か
た
の
つ
は
も
の
と
も
あ

つ
ま
り
て
、
よ
る
は
む

ほ
ん
を
た
く
み
、
ひ
る
は
木
の
こ
ず
ゑ
山
の
上
に
の
ぼ
り
て
、
…

翁
保
元
物
語
』
上
）

木
ノ
梢
ノ
ヌ
ヶ
テ
タ
翌

ソ

（『
蒙
求
抄
』
巻

一
）

標

ハ
木
ノ
梢
也

（『
蒙
求
抄
』
巻

一
）

言

ハ
人

ノ
ヒ
タ
イ
ト
木
ノ
梢
ト
ハ
チ
ヤ
ト
ミ
ユ
ル
ホ
ト
ニ
云
ソ

（『蒙

求
抄
』
巻

一
）

標
奇

ハ
木

ノ
梢

ノ
サ
シ
出
タ
ル
如
ク
人

ニ
ス
ク
レ
タ
ル
虎
ナ
リ

（『
蒙

求
抄
』
巻
七
）

木
ノ
抄

ニ
コ
ズ

エ
ト
ヨ
ム
ソ

（『
詩
学
大
成
抄
』
巻
九
）

キ
ノ
コ
ヶ
ラ

肺

ハ
碑
木
札
也
ト
テ
木
ノ
コ
ヶ
ラ
ト
云
心
モ
ア
リ

（『
史
記
抄
』
巻

一

四
）
竹
ノ
キ
リ
ク
ヅ
、
木
ノ
コ
ヶ
ラ
ナ
ド
ト
リ
ヲ
キ

（『
玉
塵
』
巻
四
）

キ

ノ

コ
グ

チ

木
口
　
権
″
Ｈ
‐ｏ‐。

（『書
言
字
考
節
用
集
』
第
八
冊
）

ま
た
、
間
に

「
ノ
」
は
入

っ
て
い
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

キ
ゴ

マ
イ



０
∞
ｏ
ヨ
Ｌ
・
キ
ゴ
マ
イ

（木
木
舞

。
木
椙
）

垂
木
の
上
に
取
り
付
け

る
細
長
い
木
の
板
．
翁
邦
訳
日
葡
辞
書
し

こ
れ
ら
は
、
複
数
で
あ
る
こ
と
を
表
す
た
め
で
も

一
単
語
と
し
て
固
定
す

る
力
の
方
が
強
か
っ
た
た
め
で
も
な
く
、
そ
の
よ
う
な
特
別
な
理
由
も
な
し

に
、
「キ

〔木
ご

と

「
コ

〔木
ご

と
で
意
味
が
重
複
し
て
い
る
。
「
キ
十
ノ

十
コ
ロ
Ｈ
日

の
形
態
の
例
が
多
く
見
ら
れ
る
室
町

・
戦
国
時
代
頃
か
ら
、
被

覆
形
形
態
素
で
あ
る

「
キ
＋
ノ
十
コ
ロ
Ｈ
ピ

の

「
コ
」
が

「キ

〔木
と

の

意
味
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
鎌
倉

。
南
北
朝
時
代
頃
に
多
く
見
ら
れ
た

呂
日
ロ
キ
＋
ノ
＋
コ
ロ
＝
ピ

の

「
コ
」
よ
り
も
さ
ら
に
薄
れ
て
し
ま
い
、
「
キ

十
ノ
＋
コ
ロ
Ｈ
ビ

の

「
コ
」
に
形
骸
化
が
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
キ
ギ
十
ノ
十
コ
ロ
□
｝

コーー
ロ
キ
＋
ノ
＋
コ
ロ
□
∵

「
キ

＋
ノ
＋
コ
ロ
Ｈ
ピ

の
三
つ
の
形
態
か
ら
す
る
と
、
「キ
ギ
＋
ノ
＋
コ
ロ
Ｈ
ピ

の
形
態
が
出
現
し
始
め
た
平
安
中
期
か
ら
、
日
Ｈ
ロ
キ
＋
ノ
＋
コ
ロ
日
画
の

形
態
が
多
く
見
ら
れ
る
鎌
倉

・
南
北
朝
時
代
を
経
て
、
「キ
＋
ノ
十
コ
ロ
Ｈ
ビ

の
」
形
態
が
多
く
見
ら
れ
る
室
町

・
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
右
の
三
つ
の
形

態
を
と
る

「
コ
ロ
＝
ピ
の

「
コ

〔木
ど

の
意
味
が

「
キ

〔木
〓

で
あ
る
と

い
う
認
識
が
薄
れ
て
い
き
、
「キ
十
ノ
＋
コ
ロ
Ｈ
ピ
の

「
コ
」
に
形
骸
化
が

起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
「
キ
ギ
＋
ノ
＋
コ
同
国
∵

コＨ
ロ
キ
十
ノ
十
コ
ロ
□
｝

「
キ
＋
ノ

十
コ
ロ
ロ
ピ

の
よ
う
に
、
「名
詞
露
出
形
＋
ノ
＋
同

一
の
名
詞
の
被
覆
形
口

□
」
の
形
態
を
と
る
こ
と
か
ら
、
名
詞
の
被
覆
形
の
意
味
が
名
詞
の
露
出
形

の
意
味
と
同

一
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
例
と
し

て
、
他
に

「
サ
ケ
ノ
サ
カ
ナ
」、
「
メ
ノ
マ
ヘ
」
が
あ
る
。

サ

ヶ

ノ

サ

カ

ナ

酒
の
さ
か
な
に
あ
さ
の
ほ
と
り
の
ち
じ
や
の
は
　
さ
け
の
さ
か
な
に
五

条
へ
ま
い
れ
は
ち
さ
の
は

（『
田
植
草
紙
』
酒
末
時
之
ヨ
）

メ
ノ
マ
ヘ

こ
む
よ
に
も
は
や
な
り
な
な
ん
め
の
ま
へ
に
つ
れ
な
き
人
を
む
か
し
と

お
も
は
ん

（『古
今
和
歌
集
』
五
二
〇
）

し
か
し
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
サ
ケ
ノ
サ
カ
ナ
」
・
「
メ
ノ
マ
ヘ
」
の
例

の
み
で
、
他
に

「
サ
ケ
＋
ノ
＋
サ
カ
国
Ｈ
ピ
。
「
メ
十
ノ
＋
マ
ロ
＝
ピ

の
例
が

あ
る
訳
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
「
サ
カ

〔酒
ご

。
「
マ

〔目
ご

そ
の
も
の
の

意
味
が
薄
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が

「
コ
」
の
場
合
は
、
「
コ

〔木
と

そ
の
も
の
の
意
味
が
薄
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

右
の
三
つ
の
形
態
を
と
る

「
コ
ロ
＝
ピ

の
異
な
り
語
数
は
、
「
コ
ズ
ヱ
」
。

「
コ
ダ
チ
」
。
「
コ
ケ
ラ
」
ｏ
「
コ
グ
チ
」
。
「
コ
マ
イ
」
。
「
コ
ノ
ハ
」
ｏ
「
コ
ノ
シ

タ
」
ｏ
「
コ
ノ
シ
タ
カ
ゼ
」
の
八
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
右
の
三
つ
の
形
態
を

と
る

「
コ
ロ
Ｈ
ピ

に
限

っ
て

「
コ

〔木
ど

の
意
味
が
薄
れ
て
い
っ
た
の
で

は
な
く
、
「
コ

〔木
と

そ
の
も
の
の
意
味
が
薄
れ
て
い
き
形
骸
化
が
起
こ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
「
キ
ギ
＋
ノ
十
コ
ロ
Ｈ
ピ

の
形
態
の
例
が
出
現
し
始
め
た
平
安

中
期
か
ら
、
呂
Ｈ
国
キ
十
ノ
十
コ
ロ
ーー
ピ

の
形
態
の
例
が
多
く
見
ら
れ
る
鎌

倉

。
南
北
朝
時
代
を
経
て
、
「
キ
＋
ノ
十
コ
ロ
‐
．
‐
Ｅ
の
形
態
の
例
が
多
く
見

ら
れ
る
室
町

・
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
「
コ

〔木
〓

そ
の
も
の
の
意
味
が
ま

す
ま
す
薄
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



四

□

・
□

。
□
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
被
覆
形
の
勢

力
が
弱
く
な

っ
て
い
き
露
出
形

の
勢
力
が
強
く
な

っ
て
い
く
。
よ

っ
て
、

「
コ

〔木
ご

も
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
被
覆
形
の
勢
力
が
弱
く
な

っ
て
い

き
露
出
形
の
勢
力
が
強
く
な
っ
て
い
く
。
故
に
、
「
二
Ｈ
目

が
存
在
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
来
れ
ば
、
そ
の

「
コ
ロ
Ｈ
ピ
が
衰
退
す
る
か
、
「
キ

日
Ｈ
ピ

に
変
化
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
の
道
を
歩
む
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば

「
コ
ズ
ヱ
」
の
場
合
で
考
え
る
と
、
「
コ
ズ
ヱ
」
が
衰
退
す
る
か

「
キ
ズ
ヱ
」

に
変
化
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
コ

ズ
ヱ
」
は
衰
退
す
る
道
も

「
キ
ズ
ヱ
」
へ
の
変
化
の
道
も
歩
ま
な
い
。
露
出

形
の
勢
力
が
強
く
な
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
コ
ズ
ヱ
」
の

「
コ
」
の

意
味
が
薄
れ
て
い
き
、
「
コ
ズ
ヱ
」
と
い
う
語
の
存
在
が
ま
す
ま
す
難
し
く

な
っ
て
い
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
コ
ズ
ヱ
」
は
ど
ち
ら
の
道
も
歩
ま
な
い
。

そ
れ
は
、
露
出
形
の
勢
力
が
強
く
な
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て

「
コ

（木
と

の
意
味
が
薄
れ
て
い
く

一
方
で
、
第
二
節
に
述
べ
た
よ
う
に

「
コ

〔木
ご

に
造
語
力
が
残

っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
意
味
が
薄
れ
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
造
語
力
が
残

っ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
し
た
現

象
が
何
故
起
こ
る
の
か
と
い
う
点
に
問
題
は
残
る
が
、
「
コ

〔木
と

は
、
意

味
が
薄
れ
て
い
く

一
方
で
造
語
力
が
残

っ
て
い
る
と
い
う
特
殊
な
性
質
を

持

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
露
出
形
の
勢
力
が
強
く
な
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て

「
コ

（木
こ

の
意
味
が
薄
れ
て
い
く

一
方
で
、
「
コ

〔木
と

に
造
語
力

が
残

っ
て
い
る
た
め
、
「
二
Ｈ
国
」
の
形
態
は
力
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
コ
ズ
ヱ
」
は
、
衰
退
す
る
道
で
も

「
キ
ズ
ヱ
」

へ
の
変
化
の
道
で
も
な
く
、
「
コ
ズ
ヱ
」
と
い
う
形
態
は
保

っ
た
ま
ま
、
そ

の
上
に

「
キ
」
を
付
け
る
形
態
を
取
る
道
を
歩
ん
だ
。
「
コ

〔木
と

の
意
味

が
薄
れ
始
め
た
平
安
中
期
の
時
点
で
は

「
キ
ギ
ノ
コ
ズ
ヱ
」
に
な
り
、
も
っ

と
意
味
が
薄
れ
る
と

「［
＝
Ｔ

ノ
コ
ズ
ヱ
」
に
な
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
意
味

が
薄
れ
た
結
果

「
キ
ノ
コ
ズ
ヱ
」
に
な
る
と
い
う
道
で
あ
る
。
こ
の

「
キ
ノ

コ
ズ
ヱ
」
の

「
コ
」
が
形
骸
化
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

「
キ
＋
ノ
十
コ
ロ
Ｈ
ピ

の

「
コ
」
の
形
骸
化
を
引
き
起
こ
す

に
至

っ
た
、
意
味
が
薄
れ
て
い
く

一
方
で
造
語
力
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
、

矛
盾
し
た
特
殊
な
性
質
を
持

っ
て
い
る
が
故
に
、
「
コ

〔木
〓

の
被
覆
形
の

勢
力
は
、
小
さ
く
な
り
始
め
る
の
は
平
安
中
期
、
露
出
形
の
勢
力
と
逆
転
し

始
め
る
の
は
鎌
倉

・
南
北
朝
時
代
、
完
全
に
逆
転
す
る
の
は
室
町

。
戦
国
時

代
と
な
り
、
平
安
中
期
に
完
全
に
逆
転
し
た
②

。
２
と
比
べ
る
と
時
期
は
下

る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
も
と
も
と
種
類
が
少
な
い
上
に

「
コ

〔木
と

が

六
割
以
上
を
占
め
る
④

。
□
の
被
覆
形
は
、
露
出
形
と
勢
力
が
逆
転
す
る
時

期
が
②

。
図
に
比
べ
て
遅
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注（１
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
十
五

（二
〇
〇
六
　
和
泉
書
院
）

（２
）

前
稿
に
お
い
て
、
「
ク
ロ

〔黒
〕
―
ク
リ

〔涅
と

を
調
査
対
象
外
と
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
有
坂

（
一
九
二
一
。
一
九
二
四
）
の
③
に
該
当

す
る
も
の
は
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
甲
乙
不
明
の
た
め
③

・
④
の
ど
ち
ら
で

あ
る
か
が
分
か
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
④
に
含
め
て
あ
る
。



（３
）

使
用
文
献
は
、
前
稿
同
様
以
下
の
通
り
。

「萬
葉
集
総
索
引
』
（平
凡
社
）、
『萬
葉
集
』
（新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
　
小
学
館
）、
大
野
晋

『上
代
仮
名
遣
の
研
究
』
（岩
波
書
店
）、
『土

左
日
記
総
索
引
』
（日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）、
『
か
げ
ろ
ふ
日
記

総
索
引
』
（風
間
書
房
）、
『源
氏
物
語
大
成
』
（中
央
公
論
社
）、
『栄
花

物
語
　
本
文
と
索
引
』
（武
蔵
野
書
院
）、
『平
家
物
語
総
索
引
』
（学
習

研
究
社
）、
『平
家
物
語
』
上

・
下

（
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書

店
）、
『徒
然
草
総
索
引
』
（至
文
堂
）、
『土
井
本
太
平
記
　
本
文
及
び

語
彙
索
引
』
（勉
誠
出
版
）、
『天
草
版
平
家
物
語
総
索
引
』
（勉
誠
社
）、

『天
草
版
平
家
物
語
』
（勉
誠
社
文
庫
）

（４
）

使
用
文
献
は
以
下
の
通
り

（注

（３
）
に
挙
げ
た
も
の
以
外
の
文
献
を
挙

げ
る
）。『保
元
物
語
総
索
引
』
（武
蔵
野
書
院
）、
『半
井
本
平
治
物
語
本
文
お
よ

び
語
彙
索
引
』
（武
蔵
野
書
院
）、
『保
元
物
語
　
平
治
物
語
』
（日
本
古

典
文
学
大
系
　
山石
波
書
店
）、
『宇
治
拾
遺
物
語
総
索
引
』
（清
文
堂
）、

『宇
治
拾
遺
物
語
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店
）、
『無
名
草
子

総
索
引
』
（笠
間
索
引
叢
刊
４７
）
『校
注
　
無
名
草
子
』
（笠
間
書
院
）、

『曾
我
物
語
総
索
引
』
（至
文
堂
）、
『
曾
我
物
語
』
（日
本
古
典
文
学
大

系
　
岩
波
書
店
）、
『
と
は
ず
が
た
り
総
索
引

【自
立
語
篇
置

（笠
間
索

引
叢
刊
９９
）、
『浸
導
詠
‐また
初
』
（新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
山石
波
書
店
）、

『延
慶
本
平
家
物
語
』
本
文
篇

・
索
引
篇

（勉
誠
社
）、
『抄
物
資
料
集

成
』
（清
文
堂
）、
『続
抄
物
資
料
集
成
』
（清
文
堂
）

（５
）

『
日
本
書
紀
』
か
ら
の
引
用
部
分
で
あ
る
。

…
夫
須
‐
嗽
八
‐
十
木
‐
種
、
…

翁
卜
部
兼
方
本
日
本
書
紀
』
神
代

・

上
）

（６
）

「梢
」
等
、
確
例
で
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
他
の
読
み
方
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
判
断
材
料
と
な
る
用
例
を
広
く
挙
げ
る
た
め
に
、
第
二
節
に

限
っ
て
は
、
確
例
で
な
い
も
の
も
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

（７
）

「
コ
ズ
ヱ
ド
モ
」
の
用
例
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

げ
に
、
ま
だ
ほ
の
か
な
る
こ
ず
ゑ
ど
も
の
、
‥

Ｇ
源
氏
物
語
』
藤
裏

書未
）　　
　　
　　
　　
　
ゆ^
ふづ
くよ）　
　
　
　
い　
　
　
　ヽ
　
一」ず
ゑ

…
い
つ
し
か
と
夕
月
夜
さ
し
出
で
て
、
梢
ど
も
い
と
ゞ
お
も
し
ろ
く
見

渡
さ
れ
箕
り
。
今
狭
衣
物
語
↑
巻
四
）
に

…
い
ま
開
け
そ
む
る
花
の
木
末
ど
も
、
似
る
物
な
き
ほ
ど
な
る
に
、
…

（
夜
の
寝
覚
』
巻
四
）

『源
氏
物
語
』
・
『狭
衣
物
語
』
。
『夜
の
寝
覚
』
に
は
、
「
キ
ギ
ノ
コ
ズ
ヱ
」

と

「
コ
ズ
ヱ
ド
モ
」
の
両
方
の
例
が
あ
る
。

（８
）
「コ
ノ
ぐノ、↑
しモ」
の
用
例
ｔ
は
以
下
の
％
の
が
あ
％
。
た

‥
こ
暗
う
繁
れ
り
し
木
の
葉
ど
も
残
り
な
く
散
り
乱
れ
て
、
…

（『更

級
日
記
し
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献
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有
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）
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）、
『御
伽
草
子
総
索
引
』
（笠
間
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刊
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）、
『御
伽
草
子
』
（日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店
）、
『謡
曲
二
百

五
十
番
集
索
引
』
（赤
尾
照
文
堂
）、
『謡
曲
大
観
』
（明
治
書
院
）、
『邦
訳
日
葡

辞
書
』
（岩
波
書
店
）、
『和
泉
式
部
日
記
線
索
引
』
（武
蔵
野
書
院
）、
『更
級
日

記
線
索
引
』
（武
蔵
野
書
院
）、
『祉
難
却
編
日
記ヵ、
げ
動
継
田
認
』
（日
本
古
典
文
学
大



系
　
山石
波
書
店
）、
『古
今
著
聞
集
総
索
引
』
（笠
間
索
引
叢
刊
１２‐
）、
『古
今
著

聞
集
』
（日
本
古
典
文
学
大
系
　
山石
波
書
店
）、
柳
田
征
司

『詩
学
大
成
抄
の
国

語
学
的
研
究
』
影
印
篇

。
研
究
篇

（清
文
堂
）、
『中
華
若
木
詩
抄
　
巻
之
下

文
節
索
引
』
（笠
間
索
引
叢
刊
８３
）、
「中
華
若
木
詩
抄
』
（勉
誠
社
文
庫
）、
『抄

物
大
系
別
巻
　
玉
塵
抄
』
（勉
誠
社
）、
中
田
祝
夫

・
小
林
祥
次
郎
編

『書
言
字

考
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
（勉
誠
社
）、
『國
費
訃
部
兼
勒
日
本
書
紀
神
代
巻

本
文
篇
』
（法
蔵
館
）

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―


